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報告書 編集・執筆・翻訳・協力者紹介 

 

佐藤 順子（さとう・じゅんこ） 佛教大学福祉教育開発センター専任講師  

学術研究助成基金助成金 基盤研究（Ｃ）「生活困窮者支援におけるフードバンク活動の役

割」研究代表者 

韓国フードバンク訪問調査参加／日韓フードバンク・シンポジウム主催者、パネリスト 

 立命館大学文学部哲学科心理学専攻卒。京都市役所生活保護ケースワーカー、児童福祉

司などを経て、2000年より現職。専門は社会福祉教育、貧困問題。 

 

小関 隆志（こせき・たかし） 明治大学経営学部准教授 

学術研究助成基金助成金 基盤研究（Ｃ）「社会的排除に対する社会的連帯経済の役割に関

する日韓比較研究」（研究代表者 柳澤敏勝）研究分担者 

韓国フードバンク訪問調査参加／日韓フードバンク・シンポジウム主催者、報告者／本報

告書編集・発行者 

一橋大学大学院博士後期課程修了（社会学博士）。法政大学大原社会問題研究所などを経

て、2001年に明治大学経営学部専任講師。2006年に同助教授、2007年より現職。2011

～2013年ペンシルバニア大学客員研究員。専門はソーシャル・ファイナンス論、NPO経

営論。 

 

角崎 洋平（かどさき・ようへい） 日本学術振興会特別研究員  

科学研究費補助金 特別研究員研究奨励費「貸付と給付のリンケージ構造の研究」研究代

表者 

韓国フードバンク訪問調査参加／日韓フードバンク・シンポジウム主催者、パネリスト 

立命館大学大学院先端総合学術研究科一貫制博士課程修了（博士（学術））。専門は社会政

策論・社会保障論。福祉貸付事業やフードバンク事業の社会保障制度としてのあるべき姿

について考察している。 

 

장 지덕（Jang Ji-Duk） 江南フードバンク チーム員  

日韓フードバンク・シンポジウム報告者 

東洋(トンヤン)大学校社会福祉学部卒。2013年よりソウル市の江南(カンナム)基礎フード

バンク（2015年に江南フードバンク・フードマーケット美所(ミソ)に改称）のチーム員。

社会福祉士。 

 

김 한승（Kim Han-Seung） 聖公会フードバンク代表・神父 

日韓フードバンク・シンポジウム報告者 

聖公会大学校 NGO 大学院修了。大韓聖公会ソウル教区に所属。2002 年より現職。読書
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大学 RENAI21運営委員長、社会的企業・貞洞湯飯代表、全国失職露宿者対策宗教市民団

体協議会政策委員長など。 

 

浅葉 めぐみ（あさば・めぐみ） フードバンク関西理事長 

韓国フードバンク訪問調査参加／本報告書執筆者 

日韓フードバンク・シンポジウム報告者 

東京教育大学理学部卒、私立高校理科教諭を経て、2003年 4月のフードバンク関西設立

当初からボランテイアとして参加。事務局担当。2012年より代表理事。 

 

柳澤 敏勝（やなぎさわ・としかつ） 明治大学副学長・商学部教授 

日韓フードバンク・シンポジウム開会あいさつ 

学術研究助成基金助成金 基盤研究（Ｃ）「社会的排除に対する社会的連帯経済の役割に関

する日韓比較研究」研究代表者 

 

上原 優子（うえはら・ゆうこ） 立命館アジア太平洋大学国際経営学部准教授 

平成 27 年度都市再生研究助成「不動産等の遺贈と現物寄附に関する会計・税務の国際比

較～個人の未活用不動産等を公益活動等へ転用する上での課題と展望～」研究代表者 

韓国フードバンク訪問調査参加／本報告書執筆者 

青山学院大学大学院会計プロフェッション研究科（プロフェッショナル会計学 博士）。 

日本長期信用銀行、朝日アーサーアンダーセン、HSBC証券会社を経て 2013年より立命

館アジア太平洋大学勤務。2016 年より現職。専門は会計学、監査論、社会的企業、社会

的金融。 

 

박 준영 (Park Joon-Young) 立命館アジア太平洋大学 4年生 

韓国フードバンク訪問調査参加／本報告書執筆者 

 

우 종범 (Woo Jong-Boem) 立命館アジア太平洋大学 4年生 

韓国フードバンク訪問調査参加／本報告書執筆者 

  

김 흥주 (Kim Heung-Ju) 圓光（ウォングァン）大学福祉保健学部教授 

이 현진 (Lee Hyun-Jin) 圓光（ウォングァン）大学大学院 

論文「フードバンク事業と食料の連帯、その可能性と限界」の共著者（本報告書に日本語

訳の掲載を快諾） 

 

牧野 美希（まきの・みき） 前立命館アジア太平洋大学 言語教育センター講師 

韓国フードバンク各団体および全国フードバンク（統計データ）のウェブサイト、フード



173 

 

バンク各団体からの提供資料を日本語に翻訳。韓国フードバンク訪問前に質問項目を韓

国語に翻訳 

 

김 보예 (Kim Bo-Ye)  筑波大学大学院 人間総合科学研究科・教育学専攻 博士後期課程 

日韓フードバンク・シンポジウム通訳、シンポジウム資料を日本語に翻訳 

 

안 효숙 (Ahn Hyo-Suk；安 孝淑)  立命館大学大学院先端総合学術研究科博士課程 

キム・ホンズ、イ・ヒョンジン著「フードバンク事業と食料の連帯、その可能性と限界」

論文を日本語に翻訳 

 

朴 貞仁(Park Joung-In) 立教大学大学院コミュニティ福祉学研究科修士課程 

 韓国フードバンク訪問調査にて同行・通訳 

 江南フードバンク関係者がセカンドハーベスト・ジャパンを視察する際に同行・通訳 
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